
《今月の海上安全標語》 ～ 副次的効果！～
ＪＦ兵庫漁連が開発した浮力合羽。よく浮きます ! ! 

使用している方から聞くと別の効果もあるようです。これからの季節にどうぞ！

では、今月も安全操業で ！
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さ
て
、
拓
水
の
寄
稿
依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
と
言
っ
て
取
り
柄
も
な
い

の
で
、
私
事
で
す
が
、
昨
年
の
８
月
15
日
の
出
来
事
か
ら
現
在
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

　

昨
年
の
８
月
15
日
の
病
院
で
の
検
査
で
異
常
が
見
つ
か
り
、
前
日
ま

で
毎
晩
ビ
ー
ル
（
晩
酌
で
は
な
く
、
風
呂
上
が
り
に
）
を
欠
か
さ
ず
飲

ん
で
い
た
が
、
そ
の
日
を
境
に
突
然
の
ド
ク
タ
ー
ス
ト
ッ
プ
と
な
り
禁

酒
生
活
と
な
っ
た
。
さ
て
、
始
め
は
検
査
の
異
常
は
間
違
い
じ
ゃ
な
い
の
か
と
い
う
程
の
シ
ョ
ッ
ク

で
飲
む
気
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
さ
す
が
に
１
週
間
も
経
つ
と
習
慣
と
い
う
の
か
、
ビ
ー
ル
が
恋
し

く
な
る
。
以
前
に
１
週
間
程
度
の
禁
酒
は
し
た
が
、
こ
の
生
活
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
分
か
ら
な
い

中
、
ど
の
よ
う
に
紛
ら
わ
す
か
と
悩
み
、
最
初
は
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り
し
た

が
、
や
は
り
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
と
い
う
気
持
ち
が
欲
し
い
。
と
い
う
こ
と
で
「
せ
め
て
１
本
だ
け
で

も
」
と
、
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
気
に
な
り
、
そ
の
後
は
、
つ
ま
み
の
代
わ

り
に
甘
い
も
の
に
し
て
み
た
。
同
じ
も
の
ば
か
り
で
は
流
石
に
飽
き
る
の
で
、
色
々
と
品
を
変
え
て

行
く
う
ち
に
、
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
も
、
酒
類
で
は
な
く
て
、
甘
い
物
の
売
り
場
へ
足
が
向
く
よ
う

に
な
っ
た
。

　

そ
れ
が
習
慣
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
当
初
は
非
常
に
つ
ら
か
っ
た
が
宴
会
で
も
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
ビ
ー
ル
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
今
飲
ん
で
い
る
ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル

も
他
の
健
康
飲
料
に
替
え
れ
ば
不
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
す
る
。
し
か
し
流
石
に
全

て
甘
党
に
な
れ
る
訳
も
な
い
し
、
そ
う
な
れ
ば
何
か
寂
し
い
。
こ
の
際
に
酒
を
や
め
て
は
と
い
う
貴

重
な
ご
意
見
も
お
聞
き
す
る
中
、
漸
く
医
師
か
ら
は
「
乾
杯
程
度
な
ら
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、
来
年
早
々
の
診
察
で
完
治
と
い
う
診
断
を
も
ら
う
ま
で
は
、
絶
対
に
飲
ま
な
い
と
い
う
気
持
ち

で
頑
張
る
つ
も
り
で
あ
る
。
完
治
と
な
れ
ば
、
徐
々
に
（
一
気
か
も
？
）
毎
晩
の
ビ
ー
ル
が
復
活
す

る
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
そ
う
な
る
と
こ
の
１
年
数
ヶ
月
の
禁
酒
生
活
の
良
い
習
慣
は
一
体
ど

う
な
る
の
か
。
以
前
の
よ
う
に
毎
晩
飲
む
の
か
、
こ
の
ま
ま
飲
酒
を
や
め
る
か
、
完
治
し
た
時
の
自

分
自
身
の
行
動
が
楽
し
み
な
よ
う
な
不
安
な
よ
う
な
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
お
身
体
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
い
た
だ
き
、
悪
し
き
（
愛
し
き
）
習
慣
に
は
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

表紙の言葉
「ズワイガニ漁解禁」（新温泉町）

No.709   November. 2015

	 ２	 ようそろ

	 ３	 松葉ガニ漁解禁
	 	 第35回	全国豊かな海づくり大会富山大会

	 ４	 淡路市久留麻で“かいぼり”
	 	 摂播漁青連	今年も関学生協祭へ

	 ５	 神戸沖埋立処分場を見学

	 ６	 兵庫県における漁獲量の減少要因と今後の対策について

	 ７	 平成27年度	瀬戸内海環境保全トレーニングプログラム
	 	 海難事故をなくそう

	 ８	 大輪田塾だより

	 ９	 兵庫JCC通信

	 10	 旬に想う
	 	 「たじま魚（とと）カツバーガー」昭文社まっぷる賞を受賞

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

習
慣
の
代
替
え

但
馬
漁
船
保
険
組
合 

業
務
課
長　

福 

本　

光 

伸

（写真撮影：ＪＦ浜坂 中村吉志さん）

　富山から島根までの各府県で一斉に解禁されるズワイ
ガニ漁。

　この解禁を前に、家族が漁業者らを見送りに来ている
様子を捉えた写真です。

　夜の闇に、眩しいばかりの光を放つライト、忙しく出漁
準備に追われる漁業者、それを見送りにきた大勢の人た
ち。解禁日は特別な日だということが分ります。

 さあ、待ちわびたズワイガニ漁が解禁しました。
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
10
月
24
日
（
土
）、25
日
（
日
）
の
両
日
、「
第

35
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会 

富
山
大
会
」

が
富
山
県
内
で
開
催
さ
れ
、
同
大
会
に
併
せ
た

物
産
販
売
、
企
画
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
関
連
行
事
も
含
め
、
約
３
万
５
千
人
の
来
場

が
あ
り
ま
し
た
。

　
式
典
は
25
日
に
射
水
市
の
高
周
波
文
化
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
、
会
場
に
は
天
皇
・
皇
后
両
陛

下
を
は
じ
め
、
全
国
の
水
産
関
係
者
ら
約

１
、１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

大
島 

理
森
大
会
会
長
（
衆
院
議
長
）
が
「
漁

業
は
就
業
者
の
高
齢
化
や
魚
価
の
下
落
、
燃
料

価
格
の
高
騰
な
ど
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
こ

の
大
会
を
契
機
に
豊
か
な
海
を
育
む
こ
と
の
大

切
さ
や
、
水
産
資
源
の
保
護
・
管
理
へ
の
理
解

が
全
国
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
挨
拶

さ
れ
、
石
井 

隆
一
富
山
県
知
事
は
「
豊
か
な

『
森
・
川
・
海
』
の
環
境
を
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
し
っ
か
り
と
繋
い
で
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
功
績
団
体
表
彰
、
漁
業
後
継
者

夫
妻
と
県
内
小
中
学
生
に
よ
る
「
富
山
海
づ
く

り
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
な
ど
が
あ
り
、
大
会
決
議
採

択
で
は
、
岸 

宏
大
会
推
進
委
員
長
（
Ｊ
Ｆ
全
漁

連
会
長
）
が
大
会
決
議
を
朗
読
し
満
場
の
拍
手

を
も
っ
て
採
択
さ
れ
、
最
後
に
石
井
富
山
県
知

事
か
ら
次
期
開
催
県
の
吉
村 

美
栄
子
山
形
県
知

事
へ
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
終
了
し
ま
し
た
。

　
海
上
歓
迎
・
放
流
行
事
は
、
海
王
丸
パ
ー

ク
（
射
水
市
）
の
特
設
会
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
海
上
歓
迎
で
は
、
Ｊ
Ｆ
新
湊
青
年
部
員
ら

に
よ
る
「
ボ
ン
ボ
コ
舞
」
の
披
露
や
、
同
Ｊ
Ｆ

の
漁
船
な
ど
８
隻
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が
あ
り
ま

し
た
。
続
く
放
流
行
事
で
は
、
両
陛
下
か
ら
漁

業
後
継
者
へ
ク
ロ
ダ
イ
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ク

ラ
マ
ス
、
ア
マ
モ
の
お
手
渡
し
が
あ
っ
た

後
、
両
陛
下
は
招
待
者
と
と
も
に
キ
ジ
ハ

タ
、ヒ
ラ
メ
の
稚
魚
を
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
本
海
の
冬
の
味
覚
、ズ
ワ
イ
ガ
ニ
（
松
葉
ガ
ニ
）

漁
は
、
富
山
県
か
ら
島
根
県
ま
で
の
１
府
６
県
で
11

月
６
日
（
金
）
に
一
斉
解
禁
と
な
り
、
日
本
一
の
水
揚

げ
を
誇
る
兵
庫
県
で
も
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
、
Ｊ
Ｆ
浜
坂
所
属

の
沖
合
底
曳
船
49
隻
が
次
々
に
出
港
し
、
解
禁
の
午

前
０
時
を
待
っ
て
一
斉
に
網
を
投
入
し
ま
し
た
。

　
初
競
り
は
同
日
午
後
か
ら
行
わ
れ
、
浜
坂
漁
港
で

は
昨
年
の
最
高
値
を
７
万
円
上
回
る
、
雄
ガ
ニ
1
匹

40
万
円
の
最
高
値
を
記
録
し
、
浜
は
大
い
に
沸
き
ま

し
た
。
柴
山
港
で
は
恒
例
の
「
松
葉
ガ
ニ
初
せ
り
ま

つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
セ
コ
ガ
ニ
の
味
噌
汁
が
振
る

舞
わ
れ
る
な
ど
し
、
解
禁
を
待
ち
わ
び
た
観
光
客
や

地
元
住
民
ら
が
大
勢
詰
め
か
け
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
初
日
の
但
馬
地
区
全
体
で
の
水
揚
げ
量
は
、
オ
ス

ガ
ニ
、
メ
ス
ガ
ニ
と
も
に
昨
年
を
や
や
下
回
る
前
年
比
約
91
％
と
な
り
ま
し

た
が
、
水
揚
金
額
は
や
や
品
薄

の
た
め
全
体
的
に
高
値
で
取

引
さ
れ
、
前
年
比
１
０
１
％
の

約
1
億
４
千
４
百
万
円
超
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
漁
の
操
業
は
来
年
３

月
20
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

資
源
保
護
の
取
り
組
み
と
し

て
メ
ス
ガ
ニ
（
セ
コ
ガ
ニ
）
は

12
月
31
日
ま
で
、
若
マ
ツ
バ
ガ

ニ
（
ミ
ズ
ガ
ニ
）
は
１
月
20
日

か
ら
２
月
28
日
ま
で
と
操
業

期
間
を
短
縮
し
て
い
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
解
禁
と
な
り
ま

し
た
。
今
漁
期
の
豊
漁
と
安
全

操
業
を
祈
念
し
ま
す
。

松
葉
ガ
ニ
漁 

解
禁
!!

　

～
解
禁
を
待
ち
わ
び
た
各
浜
は
賑
わ
う
～

第35回 全国豊かな海づくり大会 富山大会
　～テーマは「海と森 つながる未来 命の輪」～

天皇・皇后両陛下ご臨席のもと開催されました
（写真提供：ＪＦ全漁連）

両陛下によるご放流の様子（写真提供：ＪＦ全漁連）
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10
月
20
日（
火
）

か
ら
始
ま
っ
た
関

西
学
院
大
学
生
協

祭
に
、
今
年
も
摂

津
播
磨
地
区
漁
協

青
壮
年
部
連
合
会

か
ら
大
西 

正
起

会
長
ら
役
員
ほ
か

13
名
が
出
展
参
加

し
、
兵
庫
の
漁
業

や
魚
食
文
化
の
向

上
な
ど
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。
出
展
し
た

21
日
（
水
）
は
フ

ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
機

材
を
持
ち
込
み
、

タ
コ
コ
ロ
ッ
ケ
や
ア
ジ
フ
ラ
イ
な
ど

２
０
０
食
を
完
売
し
ま
し
た
。
又
、
学

生
会
館
食
堂
で
は
人
気
の
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
シ
リ
ー
ズ
か
ら
、
ハ
モ
フ
ラ

イ
丼
が
限
定
１
０
０
食
／
日
で
提
供
さ

れ
ま
し
た
が
、
ふ
ん
わ
り
柔
ら
か
い
フ

ラ
イ
に
秘
伝
（
？
）
の
た
れ
を
か
け
た

ボ
リ
ュ
ー
ム
た
っ
ぷ
り
の
丼
は
早
々
に

品
切
れ
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
来
月

は
小
ダ
コ
（
Ｊ
Ｆ
西
二
見
）
と
小
ア

ジ
（
漁
連
）
の
天
ぷ
ら
丼
を
メ
ニ
ュ
ー

に
加
え
て
も
ら
う
交
渉
も
進
ん
で
い
ま

す
。
既
報
の
通
り
、
同
連
合
会
は
２
年

前
か
ら
同
大
学
文
学
部 

田
和 

正
孝
教

授
（
大
輪
田
塾
講
師
団
顧
問
）
の
配
慮

で
、
ゼ
ミ
学
生
と
消
費
流
通
の
意
見
交

換
や
魚
食
文
化
に
関
す
る
情
報
発
信
な

ど
交
流
活
動
を
続
け
て
お
り
、
ゼ
ミ
生

の
皆
さ
ん
も
実
際
に
漁
協
で
魚
の
水
揚

げ
や
セ
リ
現
場
を
見
学
し
た
り
、
ロ
ー

プ
ワ
ー
ク
や
タ
コ
調
理
な
ど
を
通
じ
て

地
域
漁
業
へ
の
関
心
を
深
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
連
合
会
の
活
動
に
は
他
の
大

学
も
教
育
的
視
点
と
地
産
地
消
文
化
の

側
面
か
ら
大
変
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
大

西
会
長
や
事
務
局
は
本
業
兼
務
で
超
多

忙
の
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
漁
業
者

自
ら
、
生
の
声
を
学
生
達
に
伝
え
る
素

晴
ら
し
い
活
動
を
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー
プ
兵
庫

全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
も
の
で
す
。

　
Ｊ
Ｆ
森
（
森 
義
政
組
合
長
）
と

Ｊ
Ｆ
仮
屋
（
岡
田 
光
司
組
合
長
）

が
農
業
者
と
協
働
し
、
平
成
20
年
度

か
ら
は
じ
め
て
い
る
“
か
い
ぼ
り
”。

た
め
池
の
栄
養
を
海
へ
流
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
貯
水
量
増
加
や
堰
堤
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
ほ
か
、
外
来
魚
の

駆
除
も
行
え
、
農
業
の
み
な
ら
ず
防

災
や
環
境
面
の
効
果
で
も
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
10
月
13
日
（
火
）、
14

日
（
水
）
に
淡
路
市
久
留
麻
の
「
加

太
池
」
で
行
わ
れ
、
淡
路
島
内
で
は

今
年
度
初
め
て
の
取
組
み
と
な
り
ま

し
た
。
池
は
周
囲
約
５
０
０
メ
ー
ト

ル
、
貯
水
量
約
３
万
９
千
立
方
メ
ー

ト
ル
の
大
き

さ
で
、
両
Ｊ

Ｆ
の
漁
業
者

や
地
元
農
業

者
ら
約
80
名

は
、
水
を
抜

き
、
魚
を
取

り
上
げ
た

り
、
道
具
を

使
っ
て
泥
を

掻
き
出
し
た

り
し
ま
し
た

が
、
池
の
底

に
は
約
２
ｍ

以
上
も
の
泥
が
堆
積
し
て
い
た
た

め
、
埋
も
れ
た
底
樋
を
探
し
な
が
ら

の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
関
係
者
に

よ
る
と
、
こ
の
池
で
は
少
な
く
と
も

30
年
以
上
も
の
間
、
か
い
ぼ
り
が
行

わ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の

こ
と
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
す
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　
か
い
ぼ
り
は
、
学
校
教
育
の
場
に

も
取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
淡
路
島

全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
大
き
く
発

展
し
て
お
り
、
今
年
５
月
に
公
開
さ

れ
た
映
画
「
種
ま
く
旅
人
～
く
に
う

み
の
郷
」で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、

活
動
の
拡
が
り
に
期
待
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。

長い年月をかけて堆積した泥に苦労しました

淡
路
市
久
留
麻
で
“
か
い
ぼ
り
”

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

豊かな海を取り戻す取り組みは今後も続きます

（一財）兵庫県水産振興基金

地産地消で新鮮美味をアピール

　摂播漁青連 今年も関学生協祭へ

今年も大盛況でした！

今年、ＰＲ用に作った大漁旗とのぼりを囲み記念撮影
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（
公
財
）
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
（
会
長
：
井

戸 

敏
三
兵
庫
県
知
事
）
は
、
毎
年
、
瀬
戸
内
海
環

境
保
全
協
会
賛
助
会
員
研
修
会
と
し
て
、
瀬
戸
内
海

に
お
け
る
様
々
な
環
境
保
全
の
取
り
組
み
な
ど
の
現

場
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
11
月
５
日
（
木
）
に
神
戸
市
内
で
行
わ

れ
、
兵
庫
県
を
は
じ
め
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
県
・
市
、

企
業
な
ど
か
ら
参
加
し
た
約
40
名
は
、
大
阪
湾
広
域

臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
と
㈱
神
戸
酒
心
館
の
２
か

所
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
大
阪
湾
広
域
臨
海
環
境
整
備

セ
ン
タ
ー
兵
庫
建
設
事
務
所
（
神
戸
基
地
）
で
、
近

畿
２
府
４
県
か
ら
出
る
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
処
分
を

大
阪
湾
内
の
４
か
所
の
処
分
場
で
行
っ
て
い
る
う
ち

の
１
つ
で
し
た
。
神
戸
基
地
は
、
陸
側
に
あ
る
広
さ

１
万
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
県
内
外
か
ら
持

ち
込
ま
れ
る
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
、
神
戸
沖
埋
立
処

分
場
へ
運
ぶ
船
に
乗
せ
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

説
明
の
後
、
基
地
内
を
見
学
し
た
参
加
者
ら
は
、
船

で
神
戸
沖
埋
立
処
分
場
に
向
か
い
ま
し
た
。
処
分
場

は
東
西
約
５
５
０
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
１
、６
０
０

メ
ー
ト
ル
で
荷
揚
げ
バ
ー
ス
４
か
所
、
運
搬
用
コ
ン

ベ
ア
、
ダ
ン
プ
カ
ー
の
ほ
か
、
内
部
の
海
水
を
浄
化

し
海
へ
放
水
す
る
浄
化
施
設
を
備
え
、
平
成
13
年
12

月
か
ら
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
参
加
者
は
説
明
を
聞

き
な
が
ら
、
盛
ん
に
写
真
に
収
め
て
、
そ
の
大
き
さ

に
驚
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
処
分
場
も

既
に
約
65
％
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
20

年
足
ら
ず
で
受
け
入
れ
出
来
な
い
と
の
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
神
戸
市
灘
区
に
あ
る
㈱
神
戸
酒
心
館

を
訪
れ
、酒
造
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。“
灘
五
郷
”

の
“
御
影
郷
”
に
あ
る
同
社
は
、
江
戸
時
代
の
創
業

以
来
、ず
っ
と
手
作
り
に
よ
る
酒
造
り
を
守
り
続
け
、

清
酒
「
福
寿
」
は
世
界
で
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
こ
の
酒
造
り
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
六
甲
山
系

か
ら
流
れ
出
る
日
本
百
名
水
の
１
つ
「
宮
水
」
で
あ

る
と
の
こ
と
で
、
自
然
の
恵
み
と
人
間
の
技
が
創
り

出
す
日
本
酒
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

（一財）兵庫県水産振興基金

すでに７割近くまで埋まってしまった処分場

神戸沖埋立処分場を見学
　～瀬戸内海環境保全協会賛助会員研修会～

酒造りについて学ぶ良い機会となりました
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（一財）兵庫県水産振興基金

兵庫県における漁獲量の減少要因と今後の対策について

拓水709号（2015年11月） 6

　瀬戸内海環境保全特別措置法の一部改正法が９月25日に成立しました。兵庫県水産振興基金は法改正の動きにあ
わせて、平成24年度から26年度の３年間にわたり1990年代後半から顕著になった本県瀬戸内海の漁獲量の減少につ
いて、県立水産技術センターに委託して状況調査を行いました。今後の議論の参考に供するため、その結果の概要
を次のとおり紹介します。
　本県瀬戸内海における漁獲量は、1990年代前半までは年間６～７万トンのレベルにあったが、近年では３～４万
トンと半減している。この急激な減少の要因を漁獲実態と水質環境の関係から分析した結果、海水中の溶存無機態
窒素（ＤＩＮ）濃度と漁獲量の変動には強い同調性が認められたことから、ＤＩＮ濃度の低下が漁獲量の減少要因
である可能性があるとの結論になった。
　陸域からの全窒素の発生負荷量は1990年代中頃以後減少しており、それに伴い、近年本県瀬戸内海のＤＩＮ濃度
の低下は著しく、2010年以降の濃度は1990年代前半の約２分の１になっている。ＤＩＮ濃度の低下が海域における
生態系の基礎である植物プランクトンの発生を減少させ、これが漁業資源の減少要因となっている可能性が推察さ
れる。
　なお、海水温の上昇のほか、砂の減少などデータ不足により現時点では評価できていない項目があることにも留
意する必要がある。
　その他、漁獲量の減少要因と考えられる項目の動向は次のとおり。
●乱　　　獲： 1990年頃から週休２日制や体長制限など漁業者の資源管理行動は定着している。
●海面埋立て： 主に19７0年代を中心に行われた埋立ては、その後法規制により厳しく抑制されている。
●底 層 Ｄ Ｏ： 播磨灘の底層溶存酸素飽和度は、1995年頃以降悪化している傾向は見られない。
●赤　　　潮： 大阪湾、播磨灘の赤潮発生件数は、1990年代以降それぞれ20～30件前後で概ね横ばいで推移している。
　海洋生物の棲み場所を消失させた海面埋立ては、その後の漁業生産に持続的な影響を与えていると考えられるが、
漁獲量や環境データの時系列的な分析から、少なくとも1990年代後半からの急激な漁獲量の直接の減少要因ではな
いと推察される。また、1990年前半の漁獲量は現在の２倍程度あったが、ＤＩＮ濃度以外の他の漁場環境要素は現
在と大きな違いはなく、赤潮の発生頻度も変わらない。
　したがって、漁業資源回復の１方策として1990年代前半の陸域からの全窒素発生負荷量を目途とした栄養塩管理

（ＤＩＮの管理）に取り組むべきである。ただし、進めるにあたっては、海洋環境のモニタリングと順応的管理の
考え方は必須である。また、豊かな海を実現するためには、栄養塩管理（ＤＩＮの供給）とあわせて、生物の生息
場所である干潟、浅場などを確保することが重要である。
　豊かな海実現に向けての具体的な取組みは、次のとおりである。

１　栄養塩管理運転（窒素の供給）
　・浄化センターの栄養塩管理運転
　・ 湾奥部の停滞水域の解消（栄養塩の円滑な拡散）
　・ため池のかいぼり
２　多様な生息場所の確保
　・干潟、浅場、藻場の保全と再生
　・護岸の改善、増殖場の造成
３　その他
　・二枚貝類の増殖
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（
公
社
）
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
（
井
戸 

敏
三
会
長
）
は
、
今
年
度
の
「
瀬
戸
内
海
環
境

保
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
10
月
21

日
（
水
）～
23
日
（
金
）
に
か
け
て
岡
山
県
で

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
瀬
戸

内
海
沿
海
の
自
治
体
や
企
業
な
ど
で
環
境
保
全

に
関
す
る
業
務
に
携
わ
る
人
を
対
象
に
環
境
保

全
活
動
の
強
化
・
拡
充
に
係
る
専
門
的
知
識
の

習
得
を
図
る
も
の
で
す
。
今
年
は
約
30
名
の
参

加
と
な
り
、
９
月
末
に｢

瀬
戸
内
海
環
境
保
全

特
別
措
置
法｣

改
正
法
が
可
決
成
立
し
、
時
宜

を
得
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
研
修
は
、
広
島
大
学 

松
田 

治
名
誉
教
授
の

基
調
講
義
「
大
き
く
変
わ
る
瀬
戸
内
海
の
環
境

管
理
」
を
は
じ
め
、
干
潟
・
藻
場
と
い
っ
た
自

然
環
境
や
生
態
系
に
つ
い
て
、排
水
処
理
技
術
、

岡
山
県
の
環
境
へ
の
取
組
み
な
ど
、
多
角
的
に

瀬
戸
内
海
の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
内
容
で
し

た
。
ま
た
、
２
日
目
に
は
現
地
研
修
と
し
て
備

前
市
の
Ｊ
Ｆ
日
生
町
を
訪
れ
ま
し
た
。
同
Ｊ
Ｆ

や
県
担
当
者
か
ら
ア
マ
モ
場
再
生
の
取
組
み
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
ア
マ
モ
場
海
域
の

現
地
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
ア
マ
モ
は
夏
場
に

枯
れ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
日
は
水
面
下
に
揺

れ
る
ア
マ
モ
の
群
生
は
見
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
干
潟
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
白
く

枯
れ
た
ア
マ
モ
の
数
や
、
甲
殻
類
の
住
処
と
思

わ
れ
る
穴
、
ツ
ノ
ガ
イ
等
の
無
数
の
貝
類
が
確

認
で
き
、
豊
か
な
生
態
系
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
参
加
者
は
５
班
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
与
え
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
討

議
、
意
見
交
換
等
を
行
い
終
了
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

平
成
27
年
度

　
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム

ライフジャケットを
着用しよう！

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
・
浮
力
合
羽
の
購
入
は 

所
属
Ｊ
Ｆ
か

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
資
材
部（
０
７
８
︱
９
４
２
︱
９
２
７
２
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

海
難
事
故
を
な
く
そ
う
！ライフジャケット（固型式・膨張式）と浮力合羽　モデル：平成2７年度 大輪田塾修了生の皆さん

多彩な内容の研修がありました

アマモ場の機能を確認しました

ライフジャケットを着用することで助かる
可能性は飛躍的に向上します。
自分自身のために、そして、家族のために
是非、着用してください！

浮力合羽はＪＦ兵庫漁連が開発したもので、皆様の安全
をサポートします。
浮力は充分にあり、動きやすいように工夫されています。
まだお持ちでない方は是非！
※ 国土交通省の型式承認試験基準に合格したものではあ

りませんので、一人乗りの漁船の場合、ライフジャケッ
トを着用してください。
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「
幅
広
い
視
野
を
も
っ
た
将
来
の
水

産
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
人
材
育

成
」
を
目
標
に
様
々
な
研
修
・
講
義
を

行
っ
て
い
る
同
塾
は
、
毎
年
、
こ
の
時

期
に
修
了
・
入
塾
式
が
執
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
開
設
か
ら
10
年
を
迎
え
た
今

年
は
11
月
２
日
（
月
）
に
兵
庫
県
水
産

会
館
で
「
平
成
2７
年
度
大
輪
田
塾
修
了

式
な
ら
び
に
入
塾
式
」
が
行
わ
れ
、
８

期
生
２
名
、
９
期
生
６
名
が
修
了
す
る

と
と
も
に
、
新
入
生
（
11
期
生
）
と
し

て
６
名
が
入
塾
し
ま
し
た
。

　
山
田 

隆
義
塾
長
（
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連

会
長
）、
県
水
産
課 

小
林 

孝
司
課
長

を
は
じ
め
、
同
塾
運
営
委
員
、
県
・
系

統
役
職
員
な
ど
約
50
名
が
出
席
す
る
な
か
、

修
了
式
で
は
、
修
了
生
が
一
人
ず
つ
山
田
塾

長
か
ら
修
了
証
書
を
手
渡
さ
れ
、「
決
意
の

言
葉
」
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
10
期
生 

引
野 

裕
允
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
仮
屋
）
か
ら
の
「
送

る
言
葉
」
を
受
け
た
７
名
は
決
意
を
新
た
に

卒
塾
し
ま
し
た
。（
操
業
中
の
た
め
欠
席
さ

れ
た
８
期
生 

桂
さ
ん
に
は
後
日
、
修
了
証

書
が
手
渡
さ
れ
ま
す
）

　
続
い
て
行
わ
れ
た
入
塾
式
で
は
、
新
入

生
代
表
の
長
澤 

良
治
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
姫
路
市
）

が
力
強
く「
誓
い
の
言
葉
」を
述
べ
た
の
ち
、

10
期
生 

山
中 

盛
吉
さ
ん
（
Ｊ
Ｆ
一
宮
町
）

か
ら
歓
迎
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
式
は
山
田
塾

長
訓
辞
、
来
賓
祝
辞
を

も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
関
西
学
院

大
学
文
学
部 

田
和 

正
孝

教
授
に
よ
る
記
念
講
演

「
昔
、
瀬
戸
内
漁
師
に
学

ん
だ
も
の
～
来
島
海
峡
の

延
縄
漁
」
が
行
わ
れ
、
塾

生
は
当
塾
設
立
の
経
緯
や

取
り
組
ん
で
き
た
内
容
、

今
後
の
展
開
な
ど
を
聞

き
、
気
持
ち
を
新
た
に
し

た
よ
う
で
す
。

　
修
了
生
の
こ
れ
か
ら
の

活
躍
を
祈
念
す
る
と
と
も

に
、
11
期
生
の
今
後
の
塾

で
の
頑
張
り
に
期
待
し
ま

す
。

平
成
27
年
度 

大
輪
田
塾
修
了
式
な
ら
び
に
入
塾
式 

開
催

　

～
８
名
が
修
了
し
ま
し
た
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金修了生の記念撮影

（ 前列左から：中村さん、竹中さん、相田さん、山田塾長、赤穂さん、
松本さん、山田さん、井田さん）

入塾生の記念撮影
（ 前列左から：森さん、長澤さん、山崎さん、小林課長、山田塾長、小嶋さん、
 川本さん、小柴さん）

修了生の紹介

氏　名（期） 所　　　属

赤穂　雅敏（８期生） ＪＦ林崎

桂　　源直（８期生） ＪＦ坊勢

松本　久進（９期生） ＪＦ西二見

竹中　太作（９期生） ＪＦ坊勢

相田　欽司（９期生） ＪＦ仮屋

中村　吉志（９期生） ＪＦ浜坂

山田　　純（９期生） 兵庫県漁業共済組合

井田　　覚（９期生） 兵庫県内海漁船保険組合
（敬称略・順不同）

入塾生の紹介

氏　名 所　　属 漁 業 種 類

長澤　良治 ＪＦ姫路市 貝類養殖・カゴ漁

森　　陽祐 ＪＦ坊勢 漁協職員

小嶋　隆次 ＪＦ室津 貝類養殖

山崎　大輔 ＪＦ淡路島岩屋 船曳網

川本　　洋 ＪＦ但馬 漁協職員

小柴佐王里 共水連兵庫県
事務所 団体職員

（敬称略・順不同）



9 拓水709号（2015年11月）

http://ja-grp-hyogo.ja-hyoinf.jp/ http://www.coop-hyogo-union.or.jp/

お詫び

去る９月発行の拓水第707号で下記について表記に誤りがありました。
関係者の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしました。ここに訂正の上、お詫び申し上げます。

　　５頁下段　「平成27年度 兵庫県水産技術センター研究発表会 開催」 の記事（２箇所）

　　　　誤   ○○○ ＪＦ沼島女性部　中元はるみ部長　　→　　正 ○○○  ＪＦ沼島女性部　中元はるみ部員

テーマ：「�安心してくらせる地域社会づくりを
めざして」

　８月31日、「第27回近畿地区生協・行政合同会
議」が御所西京都平安ホテル（京都市上京区）に
て開催され、兵庫県生協連から２名が参加しまし
た。この会議は、福井・滋賀・奈良・和歌山・兵
庫・京都・大阪の近畿２府５県の府県連生協連で
構成する「近畿地区生協府県連協議会」の主催に
より開催。地域住民の安全・安心な暮らしを支え
るために、生協と行政のパートナーシップを深め
ることを目的としています。当日は、厚生労働省
社会・援護局地域福祉課消費生活協同組合業務室
をはじめ、日本生協連、近畿地区２府５県の生協
行政担当者および生協連役職員の計43名が参加。
全国の生協の概況報告が行われました。
　はじめに、「新しい地域支援事業と生協への期
待～これからの地域に何が求められているか～」
をテーマに社会福祉法人 協同福祉会 理事長 村
城 正 氏が特別報告。介護保険制度改正を背景に、
高齢者福祉の視点から、これからの地域支援事業
についての報告がありました。続いて、「おおさ
か災害支援ネットワークの活動について」、「奈良
県内の生活支援サービス・活動のネットワークづ
くりに向けて」、「京都府 食の安心・安全推進条
例の成果と今後」、「京都消費者契約ネットワーク

（KCCN）の活動報告～サン・クロレラ京都地裁
判決の意義～」、「消費者支援機構関西KC'sの活
動報告～この間の活動報告と消費者裁判手続特例
法について～」などのテーマに沿った報告が行わ
れ、現状の問題点や活動の方向性などを共有。ま
た、懇親会では情報交換を行い、交流をはかりま
した。

ＪＡ兵庫中央会　

　ＪＡ兵庫中央会は９月11日（金）、神戸市内で「Ｊ
Ａ女性役員研修会」を開催しました。同研修会は、

「ＪＡ女性役員として、より積極的に地域の女性の
声を集約・発信する」をテーマに、ＪＡ女性役員
がリーダーシップを発揮するためのノウハウを身に
付け、一層の役割発揮に資することが目的。県内
13ＪＡで35人の女性役員が選任されている中、今
回は10ＪＡより27人が参加しました。
　まず、ファシリテーションやリーダーシップにつ
いて、㈱ライフキャリアデザイン・アソシエイツの
川端美智子さんから講義を受けました。その後、
宮城県ＪＡみどりの（宮城県）の佐々木みさ子理
事から役員として心掛けていること等に関する報
告を受けた後、グループに分かれて活発な意見交
換を行いました。
　最後に「明日から心掛けること」をグループで
話し合う中で、「プレッシャーに感じる責務もたく
さんあるが、自己研鑽と思って前向きに捉えたい」
等の意見が出され、ＪＡ役員としての一層の活躍
に向けて、意識を高め合いました。

女性役員のますますの
活躍に向けて

安心・安全な暮らしを支える
ための活動の交流と連携を

～第27回 近畿地区生協・行政合同会議～

模造紙に発言を書きとめながら意見交換する女性役員 テーマに沿った活動報告に聴き入る参加者
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　10月11日（日）、12日（月）、鳥取県の大山で「とっとりバーガーフェスタ2015 全国ご当地バーガーグ
ランプリ」が開催され、「たじまのさかな新商品・新メニューの開発推進チーム（※）」が、ニギスのカツ
を使って開発した「たじま魚（とと）カツバーガー」を出展しました。このバーガーは、但馬地域で水揚
げされた新鮮なニギスのすり身をカツにし、フレッシュな野菜と香住高校海洋科学科が開発したトマト
ジュレソースを添え、地元のパン屋がつくったチーズの香り豊かなパンでサンドしたユニークなバーガーです。
　フェスタ当日はあいにくの雨で肌寒い天気になりましたが、バーガーを求める大勢の人達で会場は大賑わいで、全国から参加した31
チームの各ブースには長蛇の列ができました。ハンバーグやステーキなど肉を使ったバーガーが多い中、「たじま魚（とと）カツバーガー」
は地味ながらも非常に好評で、「このバーガーが一番美味しかった」と２日連続で購入するリピーターもいて、フェスタ開催期間の両日
とも用意した各200個のバーガーが早々に売り切れてしまう嬉しい誤算となりました。
　また、販売ブースにはチームメンバーのほか、香住高校の生徒や先生、香美町商工会青年部、そして「香美町とと活隊」も応援に駆けつけ、
熱心に販売活動と但馬産水産物のＰＲを行いました。この結果、地域が一体となった取組体制と観光資源としての可能性が高く評価さ
れ、特別賞の「昭文社まっぷる賞」を受賞しました。この賞は観光情報誌まっぷるの誌面１頁に特集記事が掲載されるという特典があり、

地元水産物の消費拡大を目指す当チームとしては大満足の結果となりました。
　「たじま魚（とと）カツバーガー」は、昨年９月から香美町内の「道の駅あまるべ」
において好評販売中です。これを機に多くの方に但馬や兵庫県を訪れていただき、
地元の美味しい水産物を食べてもらえればと思います。
最後になりますが、バーガーの開発や出展にご協力いただいた皆様に、この誌面を
お借りして厚く御礼を申し上げます。

　※たじまのさかな新商品・新メニューの開発推進チームとは
　　�但馬産水産物を使用した新たな商品やメニューを開発・提案し、ＰＲ活動等を

通じて消費拡大につなげることを目的に、漁協、県漁連、水産加工業、商工会、
研究機関、行政機関等の実務者で構成されたチームです。

� たじまのさかな新商品・新メニューの開発推進チーム　
� 大石 賢哉（兵庫県但馬水産事務所）
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賀  の  祝

ソ
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門
長
紋
蝶

「たじま魚（とと）カツバーガー」昭文社まっぷる賞を受賞！
  とっとりバーガーフェスタ 2015〜全国ご当地バーガーグランプリ〜
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